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髙 山 知 司 教 授 略 歴 

 

（学歴・職歴） 

昭和19年2月2日  島根県益田市に生まれる 
37年3月    島根県立益田高等学校卒業 
38年４月    京都大学工学部土木工学科入学 
42年3月    京都大学工学部土木工学科卒業 
42年4月    京都大学大学院工学研究科土木工学専攻修士課程入学 
44年3月    京都大学大学院工学研究科土木工学専攻修士課程修了 
44年4月    運輸省港湾技術研究所水工部波浪研究室研究員 
49年4月    港湾技術研究所海洋水理部主任研究官 
51年4月    港湾技術研究所水工部高潮津波研究室長 
53年1月    港湾技術研究所海洋水理部波浪研究室長 

平成  3年7月    港湾技術研究所水工部長 
 7年4月    京都大学防災研究所教授（海岸災害研究部門） 
 8年5月    京都大学防災研究所教授（水災害研究部門海岸・海域災害分野） 
17年4月    京都大学防災研究所教授（気象・水象災害研究部門沿岸災害分野） 

 

（学会・委員等歴） 

昭和55年6月    土木学会海岸工学委員会委員（平成7年3月まで） 
昭和55年6月    土木学会海洋開発委員会委員（平成7年3月まで） 
昭和58年6月    土木学会論文編集委員（昭和60年5月まで） 
昭和63年6月    土木学会論文編集委員（平成2年5月まで） 
平成  9年6月    土木学会海岸工学委員会委員（平成12年5月まで） 
平成10年4月    運輸省港湾審議会委員（平成12年12月まで） 
平成12年6月    土木学会海洋開発委員会委員長（平成18年5月まで） 
平成12年7月    日本沿岸域学会企画運営委員長（平成14年6月まで） 
平成13年10月    和歌山県 紀州灘沿岸海岸保全基本計画検討委員会委員 

（平成14年3月まで） 
平成14年1月    三重県・和歌山県 熊野灘沿岸海岸保全基本計画策定委員会委員 

（平成15年1月まで） 
平成16年2月    沿岸技術研究センター 新たな津波防災検討委員会委員長 

（平成17年3月まで） 
平成17年6月    日本沿岸域学会理事 
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

1971 島堤による波の反射および回折に関する研究 港湾技術研究所報告　第10
巻第2号，pp.3-52

合田良実・伊藤正
彦

1971 海中に孤立した巨大構造物に働く波力の計算 港湾技術研究所報告，第10
巻，第4号，pp.3-52

合田良実

1971 砕波移行領域における波圧の変化に関する実験 第18回海岸工学講演会論文

集，pp.209-214
合田良実・福森利
夫

1972 島堤および大型楕円柱による波の散乱と波力に
ついて

土木学会論文報告集　第205
号，pp.71-80

合田良実

1972 御前崎港の遮蔽実験について　－不規則波によ
る実験例－

港湾技研資料，No.134，
1972，24p.

服部典節

1972 Wave forces on a vessel tied at offshore dolphins Proc. 13th Coastal Eng. Conf,
Vancouver, Canada, pp.1723-
1742

Goda, Y.

1973 Discussion for wave diffraction by detached
breakwater, by Michael Stiassnie and Gedeon Dagan
(May, 1972)

ASCE, Vol.99, No.ww2,
pp.279-291

Goda, Y.

1973 楕円柱体近似による固定船体に働く波力の理論
および実験

港湾技術研究所報告，第12
巻，第4号，pp.23-74

合田良実・笹田正

1973 Wave forces on a semi-submerged vertical cylinder
of elliptical shape

Coastal Engineering in Japan,
Vol.16, pp.147-164

Goda, Y.

1976 有義波高指示計の理論およびその実用化につい
て

港湾技研資料，No.238，12p. 合田良実・岸良安
治

1976 振動外力を受けるタンク内発生波の非定常解に
ついて

港湾技術研究所報告，第15
巻，第2号，pp.3-53

1976 実験水路における波の伝播について 第23回海岸工学講演会論文

集，pp.381-385
神山豊

1976 不規則波に対する防波堤の回折図について 第23回海岸工学講演会論文

集，pp.401-405
合田良実・鈴木康
正

1977 Diffraction of sea waves by rigid or cushion type
breakwaters

Report of the Port and Harbour
Research Institute Vol.16 No.3,
pp.3-37

Kamiyama, Y.

1977 波の回折と港内静穏度について 港湾技術研究所講演会講演
習，pp.37-61

合田良実

1977 不規則波の回折計算 第24回海岸工学講演会論文

集，pp.112-116
神山　豊

1977 リーフ上の波の変形に関する研究 港湾技研資料，No.278，32p. 神山　豊・菊地
治

1978 Diffraction diagrams for directional random waves Proc. 16th  Coastal Eng. Conf.,
pp.628-650

 Goda, Y.　and
Suzuki, Y.

1978 津波に関する最近の研究、みなとの防災 第59号，港湾海岸防災協議

会，pp.39-48

1978 新しい波の回折計算法とスペクトルの最適分割
数

港湾技研資料,　No.303, 42p. 横田慎二・河内隆
秀

髙　山　知　司　　研　究　業　績

論　文
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

1978 港内波高分布の計算 第25回海岸工学講演会論文

集，pp.103-107
菊地　治

1979 大型浮遊構造物による波の反射および透過に関
する模型実験

第26回海岸工学講演会論文

集，pp.466-470
菊地治・西田一彦

1979 一点係留ブイバースに働く波浪中の係留力に関
する模型実験

第26回海岸工学講演会論文

集，pp.471 -475
鈴木康正・永井紀
彦・蜂須賀和彦

1980 不規則波による砕波の回折 第27回海岸工学講演会論文

集，pp.50-54
菊地　治・西田一
彦

1980 大型矩形浮体の波浪中の動揺と係留力に関する
研究（第１報）－模型実験による検討－

港湾技術研究所報告，第19
巻，第3号，pp.71-103

永井紀彦・菊地
治・諸石一幸

1980 大型矩形浮体の波浪中の動揺と係留力に関する
模型実験

第27回海岸工学講演会論文

集，pp.302-306
永井紀彦・菊地
治・諸石一幸

1981 波の回折と港内波高分布に関する研究 港湾技研資料，No.367，
140p.

1981 現地港内波浪観測による港内波高算定法の検討 第28回海岸工学講演会論文

集，pp.113-117
西田一彦

1982 Theoretical properties of oblique waves generated by
serpent-type wavemakers

Report of the Port and Harbour
Research Institute Vol.21 No.2,
pp.3-48

1982 各種消波工による越波流量の減少効果 港湾技術研究所報告，第21
巻，第2号，pp.151-205

永井紀彦・西田一
彦

1982 造波機によって発生する斜め波の特性について 第29回海岸工学講演会論文

集，pp.208-212

1982 各種消波護岸における低天端化効果について 港湾技術研究所講演会講演
集，pp.57-83

1983 東京湾の津波計算 港湾技研資料，No.454，
pp.3-100

永井紀彦・平石哲
也

1983 1983年日本海中部地震津波の実態と二・三の考
察

港湾技研資料，No.470，
pp.5-299

谷本勝利・村上和
男・村田繁・鶴谷
広一・高橋重雄・
森川雅行・ 吉本靖
俊・中野晋・平石
哲也

1982 各種消波護岸の越波流量特性 第29回海岸工学講演会論文

集，pp.370-374
永井紀彦・菊地
治・西田一彦・関
口忠志

1983 波の変形と越波特性 みなとの防災，第77号，港

湾海岸防災協議会，pp.27-32

1983 波浪中における軸対称浮体の動揺計算 第30回海岸工学講演会論文

集，pp.425-429
諸石一幸

1984 サーペント型造波装置の制御方式と造波特性 港湾技研資料，No.509，
pp.5-30

永井紀彦・合田良
実

1984 日本海中部地震津波の実態と二・三の考察 第31回海岸工学講演会論文

集，pp.252-256
谷本勝利・村上和
男・吉本靖俊・平
石哲也

1984 斜め入射不規則波を用いた護岸の越波特性実験 第31回海岸工学講演会論文

集，pp.542-546
永井紀彦・西田一
彦・関口忠志
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

1984 チェーンで係留された船舶の振れ回り運動の計
算

第31回海岸工学講演会論文

集，pp.466-470
平石哲也・永井紀
彦・古川正美

1984 一点係留ブイにチェーンで係留された船舶の振
れ回り運動の特性

港湾技研資料，No.508，
pp.3-28

平石哲也・永井紀
彦・古川正美

1984, Theory of oblique waves generated by serpent-type
wave-maker

Coastal Engineering in Japan
Vol.27, pp.1-19

1984 Motions and mooring forces of an axisymmetric
floating body

Coastal Engineering in Japan,
Vol.27,pp.265-277

Moroishi, K.

1985 一点係留ブイの運動と係船索張力に関する現地
観測

港湾技研資料，No.542，
pp.3-38

平石哲也・古川正
美・佐尾邦久・立
野信一郎

1985 タンカー係留時の一点係留ブイの運動と係船索
張力に関する現地観測

第32回海岸工学講演会論文

集，pp.677-681
平石哲也・古川正
美・佐尾邦久・立
野信一郎

1985 大水深海洋構造物実験場と多方向不規則波発生
装置について

埋立と浚渫，pp.39-46

1985 東海沿岸の津波 日本航海学会誌　航海　83
号，pp.30-36

1985 東京湾の津波 日本航海学会誌　航海　83
号， pp.37-42

1985 Computation of wave height distribution inside a
harbour

International Conference on
Numerical and Hydraulic
Modelling of Port and
Harbours,　Birmingham,
England,  pp.295-302

1985 広天端幅潜堤の波浪低減効果に関する不規則波
実験

第32回海岸工学講演会論文

集，pp.545-549
永井紀彦・関口忠
志

1985 サーペント型造波機の制御方式と発生波の特性 第32回海岸工学講演会論文

集，pp.16-20
永井紀彦・合田良
実

1986 一点係留ブイに係留中の船舶の運動と係留索張
力の特性

港湾技術研究所講演会講演
集，pp.45-96

1986 SALM型ブイ係留タンカーの誹避泊実験 海洋開発論文集，Vol.2，
pp.169-174

平石哲也・古川正
美・佐尾邦久・奥
野直哉

1986 須崎湾における南海地震津波の水理模型実験 第33回海岸工学講演会論文

集，pp.90-94
平石哲也

1987 船型ブイの模型実験と現地観測 海洋開発論文集，Vol.3，
pp.95-100

平石哲也・高山
優・甲斐源太郎・
中埜岩男

1987 サーペント型造波機による発生波の特性に関す
る実験 －大水深海洋構造物実験場内の切れ波造
波装置－

港湾技術研究所報告，第26
巻，第3号，pp.37-83

平石哲也

1986 須崎湾における津波に関する水理模型実験 港湾技研資料，No.549，
pp.5-131

平石哲也

1987 複断面海岸における護岸越波流量に関する模型
実験

港湾技研資料，No.592，
PP.3-30

古川正美・立石義
博

1987 サーペント型造波機で発生した多方向不規則波
の特性

第34回海岸工学講演会論文

集，pp.101-105
平石哲也

1987 運輸省港湾技術研究所の大水深海洋構造物実験
水槽について

日本造船学会誌，第691号，

pp.35-39
合田良実・谷本勝
利
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

1987 Non-linear evolution of transient waves radiated
from an oscillating paddle

IAHR seminar  Goda, Y.

1987 Fundamental characteristics of oblique regular waves
and directional random waves generated by a
serpent-type wave generator

Report of the Port and Harbour
Research Institute, Vol.26,
No.5,  pp.101-136

Hiraishi, T.

1988 広天端幅潜堤による波浪変形と護岸越波流量の
低減効果

港研報告，第27巻，第4号，

pp.63-92
池田直太

1988 船型ブイに関する模型実験と現地観測 第35回海岸工学講演会論文

集，pp.697-701
平石哲也・甲斐源
太郎

1988 荒天時におけるＳＡＬＭ型ブイの運動と係留張
力の特性

海洋開発論文集，Vol.4，
pp.307-312

平石哲也・佐尾邦
久

1988 数値計算と現地観測による港内副振動特性の検
討

港湾技研資料，No.636，
pp.3-70

高山知司・平石哲
也

1988 海象観測用船型ブイの運動特性に関する模型実
験と現地観測

港湾技術研究所報告，第27
巻，第2号，pp.95-145

平石哲也・高山
優・甲斐源太郎・
中埜岩男・古賀道
明

1988 多方面不規則波の斜面上における砕波特性 第35回海岸工学講演会論文

集，pp.182-186
平石哲也・高山優

1988 広天端幅潜堤の越波低減効果に関する不規則波
実験

第35回海岸工学講演会論文

集，pp.587-591
池田直太・永井紀
彦・高山優

1989 多方向不規則波の造波信号発生法に関する検討 海岸工学論文集，第36巻，

pp.153-157
平石哲也・立石義
博

1989 Reproducibility of directional random waves in
laboratory wave simulation

Rept. Port & Harbour Res.
Inst., Vol.28, No.4, pp.3-24

 Hiraishi, T.

1989 大型フェリーの荒天時避泊に関する模型実験 海洋開発論文集，Vol.5,
pp.61-66

平石哲也・本城
智

1989 信頼性理論による防波堤滑動の安定性に関する
検討

海岸工学論文集，第36巻，

pp.673-677

1990 多方向不規則波を用いた波浪変形実験 海岸工学論文集，第37巻，

pp.155-159
池田直太・小杉宜
史

1990 波浪変形計算法の現状とその推定精度 平成２年度港湾技術研究所
講演会講演集，pp.195-235

1990 波浪と高潮を上手に制御するには みなとの防災，第107号，港

湾海岸防災協議会，pp.14-27

1990 防波堤の滑動安定性に及ぼす海面上昇の影響 海岸工学論文集，第37巻，

pp.873-877

1991 多方向不規則波を用いた波浪変形実験 港研報告，第30巻，第1号，

pp.69-136
池田直太・小杉宜
史

1991 ブイ係留チェーンに作用する衝撃張力に関する
模型実験

海洋開発論文集，Vol.7，
pp.195-200

平石哲也

1991 柔構造浮体による波高低減効果に関する実験 海洋開発論文集，Vol.7，
pp.101-106

平石哲也

1991 新しい低天端型護岸の開発 海洋開発論文集，Vol.7，
pp.119-124

池田直太・立石義
博・藤井　久

1991 防波堤の限界状態設計における波浪外力の荷重
係数

海岸工学論文集，第38巻，

pp.636-640
池田直太・立石義
博
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

1991 現行設計法における防波堤の滑動安定性 海岸工学論文集，第38巻，

pp.641-645
池田直太

1991 定常風を受ける係留船舶の振れ回りによるアン
カー周辺地盤の応答

海岸工学論文集，第38巻，

pp.736-740
高谷富也・前野賀
彦・平石哲也

1991 防波堤の信頼設計法について JCOSSAR '91論文集，pp.245-
252

池田直太

1991 外洋推算波浪による沿岸波浪の予測 海洋構造物の沖合い展開の
ための開発研究特別講演会
論文集，運輸省運輸政策
局， pp.142-152

1991 砕波および反射を考慮した波浪変形計算 港研報告，第30巻，第1号，

pp.21-67
池田直太・平石哲
也

1991 海の波の特性とその変形（その１） 作業船，No.198，（社）日

本作業船協会， pp.26-33

1991 信頼性理論による防波堤の滑動安定性に関する
理論的検討

港研報告，第30巻，第4号，

pp.35-64
藤井　久

1991 Effect of breakwater on tranquility inside a harbor Seminar on Ferry Terminal
Development, Directorate
General of Land Transport,
Ministry of Communications,
Indonesia,  pp.21-30

1992 護岸越波流量の時間変動に関する模型実験 海洋開発論文集，Vol.8，
pp.337-342

鈴木康正・池田直
太・藤井　久

1992 長波近似式を用いたマリーナ波高分布 海洋開発論文集，Vol.8，
pp.35-40

平石哲也・田川昌
弘

1992 定常係留力を受けるアンカー周辺地盤の周波数
応答特性について
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